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INTERNATIONAL FEDERATION OF SPORT CLIMBING: 

スポーツクライミング・IFSC は 2020
東京五輪への切符を手に！  
 

2020 東京五輪への追加種目 8 候補の 1 つに選

ばれていたスポーツクライミングは、今年 2015
年の 8 月 7 日から 8 日にかけて、2020 東京組

織委員会によるヒアリングとプレゼンを行いまし

た。そして今日、スポーツクライミングの新しい

時代が始まりました。2020 東京五輪への追加

種目として IOC に推薦されることが組織委員会

から公式に発表されたのです。 
 
その名誉 承認 
 
「選ばれたことは大変光栄なことです。2020 東
京組織委員会に対して、この素晴らしい機会と、
オリンピックムーブメントへの参加承認を下さっ
たことに大変感謝しています。もちろん、この先
も長い路となるでしょうが、我々IFSC は全員が
この挑戦へのコミットをしています。この競技の
選手達、加盟各国競技団体と一緒に我々は新
しい高みに到達しようとしています。」  
IFSC 会長マルコ・スコラリス。 
 
これは、ここ数年のスポーツクライミングの途方

もない成長が認められたことでもあります。 
世界で 2013 年におおよそ 2500 万人を数えたク

ライマーは 2015 年には 3500 万人となり、その

約半数は 25 歳未満です、我々はこの都市型ア

クションスポーツの最新のトレンドに感謝してい

ます。 
 
オリンピックの価値の完璧な反映 
. 
8 月の 7 日から 8 日にかけて、IFSC から 5 名、

JMA（日本山岳協会）から 2 名が 2020 東京五輪

組織委員会に対して、日本でのクライミングの

人気の高さ、ユース世代へのアピールなど、ス

ポーツクライミングの価値および、このスポーツ

がいかにオリンピックムーブメントを具現化して

いるかを完璧に伝えました。 
 
スポーツクライミングを楽しむことはどこでもで

きます。世界規模のスポーツです。その愛好者

は多くの国々に存在しています。 若い世代向

けのスポーツであり、人気があるだけではなく、

体力の向上や、柔軟性の向上、情報分析力の

向上などに効果的であることが知られています。

競技スポーツとしては、競技は（壁を擁する）す

ばらしい会場で行われ、その息をのむ展開によ

り観客には情熱が伝わります。そして、最後に

付け加えたいのは、クライミングすなわち登ると

いう運動は、オリンピックには含まれていません

でしたが、人類のもつ基本的な運動であるとい

うことです。スポーツクライミングは世界最大・

最高のスポーツイベントにこの欠けている垂直

方向の世界観をもたらせると考えます。 
 
 
日本のスポーツクライミングの明るい未来 
 
日本ではここ数年来クライミングジムが著しく発

展してきました。日本はそれによりクライミング

コミュニティの生の鼓動をはぐくみ、結果として

何名もの世界レベルの日本代表選手（ユースも

含む）を輩出しています。 
 
「これまで以上に、我々はスポーツクライミ
ングが、2020 東京五輪の完璧な構成要素
の 1 つとなることを確信しているとともに、
国内 50 万人のクライミング愛好者と全ての
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VIDEOS 
YouTube: http://www.youtube.com/ifscchannel 

PHOTOS 
For a selection of photos available shortly after each 
event, please visit the Photo Gallery on www.ifsc-
climbing.org 

SOCIAL MEDIA 
Stay connected to latest IFSC and Sport Climbing 
updates, please follow us on: 

             Twitter               Facebook                LinkedIn 
 

観戦者が、このスポーツの真の姿を目の当
たりにすることになるのと考えています。」 
日本山岳協会 八木原会長 
 
次のステップを 
IFSCは次のステップへ向けて引き続き全力で取

り組みます。それは2016年8月のリオで開かれ

る第129回・IOC総会です。それまで、IFSCはそ

の選手と加盟NFとともに、この選択が正しいも

のであることを証明するために組織を補強、改

善して取り組んでいきたいと思います。

 
FOR MORE INFORMATION 
 
Pierre-Emmanuel DANGER 
Press Officer, system  

Mobile: +33 672230735  
Email: press@ifsc-climbing.org 
 
Anne FUYNEL 
Director of Marketing & Communications, IFSC  

Mobile: +33 640469961    
Email: anne.fuynel@ifsc-climbing.org 
 

 


